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Abstr act
E喝 OBhim a･bayis about76 km longin the n o rth dire ction and 21 km wide in the e a st
dir ection . T he ex cha nge of Be a W ater betw e en Kago血im a bay and the open B e a O C CtlrB
thr o ugh 8uCh a -al cro s s B e Ctio nalare a･ DiBtribudon ofS e a
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Sll rfa c ete nperatt ue(SST)
acro s sthe Kagoshim abayhasbe en me a su redby a ther m o nete rinstal ledonferries.
When the r ¢iB Sudden ri8 ein theSsralong e a 8te mpartOf Ya n agaw a
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go e s uP･ 血i白 e Xpre 88 e Stheinflow of
■
w ar m w ater. Al80･ the SSTchange of the ferrァand
im age of NOA A, too, c oTr叩 Ondw e11･
T he re 馳It8 8how that contin uation of
m ea 8n ren ent Of SST･distribution
acro自白 the Kago shim abay pro vide 8 a
go odto olfor monitDring.
1. は じめに
九州の 南端に位置する鹿児島湾杜南
北に約 75k m ､ 湾 口幅 10 km と細長
い o また ､ 湾内の海底地形は複雑で ､
2 つ の鞍部によ っ て 湾奥部､ 湾中央部 ､■
湾 口部に分けられる ｡ こ の ような地形
から鹿児島湾は梅水交換が され にくい
湾と考えられ る｡ ま た ､ 近年鹿児島市
を中心とする人 口増加により ､ 生活排
水や ハ マ チな どの養殖によ る余剰餌の
大量堆積が赤潮発生の原因ともされて
い る｡ こ のよ うな状況か ら鹿児湾の海
水交換の メカ ニ ズ ム を知る こ とは ､ 研
究上だけでなく社会的に非常に重要な
こ とと考えられ る｡
湾内に流速計を多数設置すれ ば最良
の 方酷かも知れ な い が輪摸する船舶や ､
漁船を避けて の測定は多大な困難が伴
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I
い なか なか難･しい ｡ そ こで ､ 既存の デ ー タを利用する こ とが出来れ ば都合がよい ｡ そ の 1 つ
として ､ 鹿児島県水産革験場が フ ェ リ ー で測定して い る表面水温がある? ただ ､ これ 壮湾を
縦断 して い るの で 南北方向は分か るが ､ 東西 の違い に つ い て は分か らない ｡ そ こ で東西方向
の変動に つ い ても知る ことを 目的と して F ig .1 のように湾内を横断 して い る 2 つ の 航路の
フ ェ リ ー に水温 ･ 塩分計を放り付けさせ ても らい , 1997年 10月 から観測を開始 した ｡ これ
も ー つ の リモ ー トセ ン シ ン グと考え､ その 観測経過を報告 した い と思うc 現在もデ
ー タ は取
得中で あるb
2 . 資料 と解析方法
1997年 10月 から南海郵船 (秩) 所属の 山川 - 根占間を 1 日平均6往復航行す るアエ リ
■
-
｢第五おおすみ+ と鴨池 - 垂水間を 1 日平均 10 往復航行する フ ェ リ
ー
‾
｢第八おおすみ+ に
水温 ･ 塩分計 を､ エ ンジ ン冷却用送水管の 中.に設置
し海水の 温度と塩分淡度の記録を取得 し
て い る｡ 水温･･ 塩分計で約 3m 深 の海水を 1分毎に記録t, ､ デ ー タ の記録可能な約 20日お
き に交換する ｡
フ ェ リ ー ｢第五 おおすみ+ は山川 - 根占間 ､ 約 12km の距離を 40 分で航行するの で ､ 山
川から 3kn1お きに 1 - 4プロ ツク に分け10分間の デ ー タ をとり ､ フ ェ リ ー ｢第八おおすみ+
は鴨池 - 垂水間､ 14 kn の距離を 85分で航行するの で ､ 愉池から2km おきに 1 - 7プ ロ ツ
■ク に分け 5 分間ず つ のデ∵ タ をとり , それぞれ のブ ロ ッ ク別の 1日平均 を計算した ｡ また ､
鴨池 - 垂水間をK T線, 山川 - 根占間をY N線と し, それ ぞれの ブ ロ ック の数値 をK T.1､
y N
.5等で 表現する｡
われ われ が機器 に馴れて い な いた めか不 良の ためか欠湘が多い ｡ 特に ､ 塩分に欠測が多い
上に信頼に足 る精度 に疑細か生じたの で今回は水温 を中心 に報告する｡ また, フ ェ リ ー 溝航
上 の都 創土よりデ ー タを回収で き ない こ とが あ っ た ｡
得られたデ ー タ の整理が複雑 なた め ､ 今回 は主に今年8月 ころま で を中心 に報告す声｡
3 - 1 . 日平均水温の 季節変化
こ こ で は1 9 9 7年 1 0月から1 9 9 8年 1月 ま で の約 1年 4 ケ月 に つ い て解析 した ｡ F
i g . 2 に1 9 9 8年の 1年間の 2測農 にお ける各観測点の 水温記録を示す｡
表面水温は最低水温を示す 2月の 1.5℃か ら最高水温
■
を示す 8月 の 3 1℃ まで年敏美1
6℃ で変化 して い る ｡ また､ 水温 の上昇期が変動が大きい ｡ 特に ､ 6月 から 7月 にかけて は
半月 で 6℃ 陣ど急昇して い る.の に対 し､ 夏か ら秋に向か う下降期はなだ らかで ある｡ 鴨池
-
垂水間(K T)､ 山川 - 根占間(Y N)とも各測点で大きい 違い はなく変動の僚向は似 て い る｡
ただ ､ 水温値 は年平均がY N で 2 3 .畠4℃ ､ K Tで 2 3. 4 6℃ で あり ､ ほぼ同 じ水温償 を
示 して い るB 測点別 で はKT.1が最低で 2 3･ 1 1℃ ､ 最高が Y N･ 3 の 2 3･ 7 2℃ で 差が
0 . 6℃ で あ っ た｡
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3 - 2 . 水温の 短周期変動
F ig .2 の日平均水温を見るとゆるや かな変動の上 に短周期の変動が重な っ て い る ｡ 特に
冬季 にお けるY N線 で変動が大きい ｡ 3月 は欠軌が多く判断できない が 1月 ､ 2月 に Y N線､
ET 線とも短周期の 水温の急昇がみられる｡ そ こで ､ 2月 に つ き湾の東側の E T. 6 と Y N. 3
を F ig .3 に示 した ｡ 過去の 研究で外洋暖水が急潮的 に湾 口東側から凍入 してくる こ とが示
唆されて い たが この 図で も､ Y N. 3 で 2月 1 3日に1 . 8℃ ､ 1 9日に 2 . 5℃ の急昇が見
られ る｡ K T. 6も大まか な変化は似て いる ｡ 特に急昇の ときには YN 線か ら1Elから3 日ほ
ど遅れて昇温 して い る場合が見られる｡ こ の場合には ､ 外洋水が湾の奥まで 流入 して い っ た
と考えられ ､ YN 線 の みが昇温 して い る場合は湾奥まで達 して いなか っ た と思われ る ｡
単純計算して みると Y N線､ K T線の拒離が南北約2 6 km である の で Y N か ら1 日後に
K T- 達 したとすると約 3 0c m/ s の速度となる｡
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3 - 3 . N O A A の水温分布 と の比較
暖水 の流入をみ る手俊と して厳 しい精度を要求しない ならN O A A の表面水温 (S S T)
が使える｡ ただ , 雲の存否で影響を受けるの で実際は思っ た ほ どは手 に入 らない ｡ そ の 中で
フ
■
ェ リ - 水温 とN O A Aデ ー タが 同時期にあっ た1 9 9 7年 11 月 - 1 2月 に つ い て 比較 し
た ｡ 例 を F ig . 4 に示す｡ N O A A の S S T分布でみる と1 1月 2 3日 こ ろ湾口付近に 2
2℃ の 暖水が凍入 して
_
い る｡■ これが 2 7日に なると湾奥まで暖水 が東側 を舌状に流入 して い
る｡ こ れ をフ ェ リ - の測点y N. 3 とK T. 6 の差で み ると 2 3日 には4 ℃ あっ た差が 2 7日
に杜 2 ･ 5℃ と差が小 さく なっ て いた. 次8羊1
■
2月 2 5日の N O A A画像でFま2 0℃ を先端 と
する暖水が根占付近ま で凍入して い るの が見 られるが､ 3 日彼の 2 8日になると 2 0℃が湾
奥ま で 湊 して い る ｡ この 間の Y N. 3とkT . 6 の水温差を見ると 1 1月 ほ どで 柱ない が 2 5
日1 ･ 5℃ あ っ た差が 2 8 日には 0 . 2℃となり ほとん ど差がなくなっ て い た ｡
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Fig･ 4･ D i8triblltio n s ofSS T by artificialsatellite NOAA.
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. 対比 させる資料が少な い の で確定的には言えない が 2測線の観測からある程度暖水流入が
モ ニ タ ー でき るこ とが分か っ た｡
3 - 4 湾の 東西の 水温差
フ ェ リ ー は湾を東西に横断 して い る こ とか ら両側線におけるそれぞれ の 東西差を求めたo
また ､ 塩分の 絶対値に は検討の余地 があるが差を取 っ た相対値は変動 を表して い ると考えて
図にした ｡ F i g ,5 の 図による とK T線で は水温 ･ 塩分とも夏季に変動が 大きく冬季に小さ
い o 逆にY N線で は冬季に変動が大きく夏季に′J､さい ｡ K T線で は東側で 水滑が高い ときに
は塩分も高い とい う同位相の傾向がみられる ｡ また ､ 夏季に東西 差の水温 ジャ ン プが顕著に
み られ る｡ 4℃程の 急下降が あると数日継続 しそ の後免上昇 の ジャ ン プが起こる ことが何回
か繰り返されて い るo 全期間で は0 . 4℃東側が高温であ っ た｡
y N線は K T線 ほ どの 大き い水温差はなく最大で も2℃ で ありそれも持続性がない ｡ 1月
から 7月 中旬こ ろまで は東側が高水温 ･ 低塩分で ある｡ それ以後は あまり差はなくなるが傑
向と して はやや東が低温 ･ 低塩分の ようで ある｡
これらの候向が 26k m 離れ た測線で どうして 異なるの か検討中で ある｡
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4 . まとめ
最初に紀述 したように今回 は観潮開始か ら1年4 ケ月 分に つ い て検討 した｡ これ から分か
っ たこ とは① 年変化 は どの観測点も同 じ腐肉の変化をして い る. ② 湾口の測線で水温の 急
昇の あと縛奥に到達する場合と しない 場合があり､ 到藩する場合は 1 日 - 3日後 で ある｡ ③
N OA A画像とフ ェ リ ー 水温の 比政検討は事例が少ない がN O A A でみられる暖水流入 が フ
ェ リ ー 水温にも現れ て い た｡ ㊨ Y N銀で は東西で水温の 大きい 差がない の に対 して Y N線
で は特 に夏季に大きな善が現れた ｡ これらを踏まえ､ 今後は湾を縦断 して い るフ ェ リ ー の水
温 も合わせ ､ 検討 して いく つ もり で ある｡
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